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介護ウェーブ推進ニュース介護ウェーブ推進ニュースSTOP！STOP！介護崩壊介護崩壊

－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－

『署名目標20万筆』の達成に向けて取り組みをすすめましょう！
民医連以外の事業所（京都・熊本）から署名が届く

先日、全日本民医連事務局に、京都の訪問看護ステーション

から 筆、熊本の特別養護老人ホームから 筆の署名が送ら25 10
れてきました。

署名用紙には、送って頂いた事業所の職員とその家族と思わ

れる署名がされており、介護保険制度の見直し・改善を求める

想いが、強く伝わってくる署名でした。

（写真：送られてきた署名）

京都民医連では・・・・
（介護ウェーブ県連方針の概要）

① 全ての介護事業所で再生プランの読み合わせ

学習を行う（５～６月中に 。）

利用者・家族を対象に署名を集める。介護分野

で働く職員が、自らの課題として受けとめられ

るようプランの内容と要求で一致する。

② 京都府内の介護福祉施設 カ所、老人保健89
施設 カ所、訪問看護 カ所、訪問介護事業53 83
所 カ所に、再生プランと署名用紙、訴え文349
を郵送。

、 、③ 京都の老人福祉施設協会 老人保健施設協会

訪問看護協議会の代表者と再生プランの内容で

懇談を予定する。

、④ 各事業所の近くの民医連以外の事業所に対し

懇談あるいは署名の訴えを事業所ごとで行う。

最低、同種の事業所を訪問することを目標とす

る。

⑤ シンポジウムを夏から秋に計画する。社保協

介護保険ＰＪにも働きかけて具体化をおこなう。

各地域でも可能なところは、シンポ・学習会

等取り組む。テーマは介護保険の現状、来年の

見直しをめぐる動き、介護の社会化を求める要

求運動など。９月５日（金）に石田一紀教授（京

都女子大学）を講師に学習会を行う。

⑥ 自治体交渉・懇談を計画する。テーマは、来

年度の見直しの方向、需給計画、保険料、情報

調査手数料等。６月２６日京都府介護保険室、

７月に京都市の長寿社会課と懇談予定。

山梨県民医連では・・・・
（介護ウェーブ県連方針の概要）

① 県連に推進本部を設置する。

② 山梨では山梨勤医協の介護事業部、やまなし

勤福会の管理部、県連社保事務局が事務局とな

り介護ウェーブをすすめていく。

③ 山梨勤医協の介護事業部長の下に推進委員会

を設置。県連の推進本部方針を受けて推進する

④ 署名目標は８月までに４０００筆とする。

⑤ 昨年賛同意見をお願いした１４０事業所に意

見集や再建プランのパンフ、署名用紙などを郵

送し、協力をお願いする。

⑥ ７月に甲府駅頭でドクター、ナース、介護ウ

ェーブの合同宣伝行動を行う

⑦ 月か 月にシンポジウム等、集いを開催10 11
する。 署名等はすでにスタートしている。

特養ふたば（兵庫）では････
介護改善署名 －2日で140筆!!

6月 日の朝礼で、法人駒どりの決定事項とし2
て、介護改善署名（ 職員が５筆を目標）の運動1

2 140を提起し署名用紙を届けましたが、 日間で

筆集まりました。 階西ユニットではほぼ全職員4
の署名が集まっています。運動の輪を広げるた

めに事務所では、来所されたお客さまにも署名

をお願いしています。介護実習の要請に来られ

たポリテクセンターの方には署名用紙を 枚10
（ 筆分 、持って帰っていただきました。50 ）

（ふたばタイムズNO.614号 2008.06.04より）
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本部長アピールの読み合わせ、ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄを活用した方針の学

（ ）習、具体化をすすめよう！ ＊全日本民医連ＨＰから以下の要領でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください

お問い合わせは 「介護ウェーブ推進本部」事務局：山平・名波まで、

TEL 03-5842-6451 ／ FAX 03-5842-6460 ／ E-mail min-kaigo@min-iren.gr.jp

全日本民医連 介護ウェーブ推進本部 本部長アピール■

「 」 。介護改善を求める 介護ウェーブ を全国に大きく広げていきましょう

－ 月末までに 万筆の署名をあつめ、国会に届けよう！－8 20
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